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台
と
い
う
新
し
い
町
が
生

ま
れ
た
。

　
昭
和
38
年
、ニュ
ー
タ
ウ

ン
へ
の
入
居
が
始
ま
る
。竹

や
ぶ
と
田
園
が
広
が
っ
て

い
た
山
田
が
超
近
代
都
市

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

こ
と
は
、住
民
の
誇
り
だ
っ

た
。た
だ
、「
山
田
の
地
名

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ど
こ
に

も
残
ら
ず
、そ
の
地
が
山

田
の一
部
だ
っ
た
こ
と
を
知

る
人
が
少
な
い
こ
と
は
残

念
で
あ
る
」と
山
田
郷
土

史
に
記
さ
れ
て
い
る
。

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。弾

薬
庫
は
軍
機
密
で
設
営

さ
れ
、地
元
村
民
の
立
ち

入
り
は
禁
止
さ
れ
た
。戦

後
は
、連
合
軍
が
爆
弾
を

運
び
出
し
爆
破
処
理
を

行
っ
た
が
、爆
音
と
振
動

で
民
家
の
屋
根
瓦
が
落
ち

ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
被
害
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　
昭
和
35
年
、千
里
丘
陵

に
15
万
人
が
住
ま
う
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
建
設
の
構
想
が

発
表
さ
れ
る
。大
規
模
な

用
地
買
収
が
始
ま
り
、山

田
で
は
5

k㎡
が
3.3
㎡
あ
た

り

1

7

5

0

〜

2
0
0
0
円
程
度
で
買

収
さ
れ
た
。土
地
を
売
っ

た
農
民
は
、他
産
業
に
就

職
し
た
り
商
売
を
始
め

る
な
ど
し
て
離
農
し
て
い

っ
た
。中
に
は
文
化
ア
パ
ー

ト
を
建
築
し
て
家
賃
収

入
を
得
た
り
、他
工
場
に

融
資
し
て
財
産
運
用
す

る
人
も
い
た
と
い
う
。ま

た
こ
の
開
発
に
よ
っ
て
、高

野
台
、佐
竹
台
、津
雲
台
、

古
江
台
、藤
白
台
、青
山

シティライフ  アーカイブズ 検 索

取材を終えて
　阪急山田駅の南東に、昔ながらの家屋が立ち並んでいます。以前、私は吹田
市山田東に住み、この界隈を歩いたことがあります。路地が入り組み、情緒ある
風景と神社仏閣などを見ていると、昔の暮らしや行き交う人の気配を感じるこ
とができます。吹田市と山田村の合併はほんの60年前。北摂の中でも劇的に
変化を遂げた町ではないでしょうか。　　　 シティライフ編集部　尾浴芳久

◆山田村の一般職員は引き続き吹田市の職員とし
て引き継ぐものとする。
◆千里丘清水線、新設継続事業の実施、千里丘
新芦屋線新設、豊中茨木線新設、葛上線改修、竹
谷線改修、春日丘線改修、佐井寺山田線改修、山
田川改修。
※合併にあたり山田村に道路改修等の条件が記載されていた。

シティライフは
今年で30年目
を迎えます

　
西
暦
4
7
8
年
、伊
勢

神
宮
の
天
照
大
神（
あ
ま

て
ら
す
お
お
み
か
み
）の

豊
受
大
神（
食
を
司
る

神
）が
、丹
波
か
ら
伊
勢
の

山
田
ケ
原
に
遷
座
さ
れ

た
。同
じ
頃
、天
照
大
神

の
親
神
で
あ
る
伊
邪
那
岐

命
と
伊
邪
那
美
命
が
小

川
谷
の
地
に
祀
ら
れ
て
伊

射
奈
岐
神
社（
吹
田
市
山

田
東
）が
創
建
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、こ
の
地
も
ま
た

伊
勢
に
ち
な
ん
で「
山
田

ケ
原
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
起
源
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
22
年
、町
村
制
の

施
行
に
伴
い
山
田
上
、山
田

中
な
ど
5
区
画
が
合
併

し
、島
下
郡
山
田
村
と
な
っ

た
。明
治
29
年
に
は
、郡
制

施
行
の
た
め
島
上
郡
と
島

下
郡
を
合
わ
せ
て
三
島
郡

が
発
足
。山
田
村（
現
吹
田

市・茨
木
市
）の
ほ
か
、岸
部

村（
現
吹
田
市
）、吹
田
村
、

千
里
村（
現
吹
田
市
）な
ど

合
わ
せ
て
32
村
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。昭
和
30
年
に
吹

田
市
に
合
併
さ
れ
る
ま
で

の
山
田
村
を
振
り
返
る
。

　合
併
案
は
現
在
の

摂
津
市
か
吹
田
市
に

意
見
が
分
か
れ
た

　
昭
和
20
年
代
後
半
の

山
田
村
で
は
、戦
後
の
混

乱
か
ら
立
ち
直
り
、小
中

学
校
の
整
備
や
工
場
建

設
が
進
む
と
と
も
に
、京

阪
バ
ス
か
ら
経
営
権
を
譲

渡
さ
れ
た
阪
急
バ
ス
に
よ

り
路
線
バ
ス
の
運
行
も
始

ま
っ
た
。こ
の
頃
か
ら
、行

政
を
合
理
的
か
つ
能
率
的

に
運
営
し
住
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
た
め
に
、市
町

村
を
適
正
規
模
に
拡
大

し
よ
う
と
す
る
気
運
が

全
国
的
に
高
ま
り
、「
昭

和
の
大
合
併
」へ
と
突
入

し
て
い
く
。山
田
村
で
も

ま
た
、昭
和
27
年
に
山
田

村
合
併
協
議
会
が
発
足
。

約
15 

k㎡
の
広
大
な
地
に
人

口
わ
ず
か
9
0
0
0
人

ほ
ど
が
住
む
農
村
地
域

だ
っ
た
た
め
、村
長
と
村

議
会
で
合
併
に
向
け
た

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。
昭
和
28
年
に
な
る

と
、国
策
と
し
て
町
村
合

併
促
進
法
が
施
行
さ
れ

る
。
山
田
村
で
は
、当
初

か
ら
あ
っ
た
吹
田
市
へ
の

合
併
案
に
対
し
、三
宅
、

味
舌
、山
田
の
3
町
村
合

併
案
が
千
里
丘
長
野
選

出
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

る
も
、再
三
の
審
議
の
結

果
吹
田
合
併
派
に
反
対

さ
れ
た
。昭
和
29
年
に
は

山
田
村
議
会
に
合
併
問

題
協
議
会
委
員
会
が
発

足
。他
町
村
に
も
働
き
か

け
て
、合
併
の
利
害
得
失

の
調
査
研
究
を
行
う
こ

と
が
議
決
さ
れ
た
。合
併

案
は
、山
田
、三
宅
、味
舌

の
3
町
村
で
の
合
併
、こ

れ
に
味
生
と
鳥
飼
を
加

え
た
5
町
村
で
の
合
併

（
現
摂
津
市
と
の
合
併
）、

さ
ら
に
5
町
村
で
の
合
併

後
に
吹
田
市
と
合
併
す

る
3
案
。山
田
の
各
地
区

で
は
、夜
ご
と
公
聴
会
が

開
か
れ
、住
民
と
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
同
年
11

月
、山
田
、三
宅
、味
舌
の

3
町
村
合
併
で
は
財
政

的
に
自
立
で
き
る
と
の
見

通
し
が
立
た
ず
、吹
田
市

か
ら
有
利
な
合
併
要
件

が
提
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、1
村
で
も
多
く
し
て

吹
田
市
と
合
併
す
る
こ

と
に
決
定
。し
か
し
他
町

村
は
吹
田
市
と
の
合
併
に

は
消
極
的
で
、山
田
村
だ

け
が
吹
田
市
と
単
独
合

併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
29
年
、山
田
別
所
の

一
部
だ
っ
た
春
日
丘
地
区

に
つ
い
て
は
、地
形
上
の
理

昭
和
30
年
に
吹
田
市
と
合
併
し
た
山
田
村
は

山
田
千
軒
、吹
田
千
軒
と
い
わ
れ
た
大
き
な
村

で
し
た
。古
く
は
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

栄
え
た
寺
社
が
あ
る
山
田
村
。本
特
集
で
は
吹

田
市
と
の
合
併
前
後
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

由
か
ら
山
田
村
と
分
村

し
茨
木
市
に
編
入
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
す
る
。翌

30
年
に
は
、山
田
下
の
千

里
丘
を
中
心
と
す
る
合

併
反
対
派
議
員
に
よ
り
、

下
千
里
丘
第
二
小
学
校

区
も
分
村
し
三
宅
や
味

舌
と
と
も
に
「
千
里
丘

町
」と
す
る
案
が
提
出
さ

れ
た
が
、こ
れ
は
否
決
さ

れ
た
。こ
う
し
た
紆
余
曲

折
を
経
て
同
年
10
月
15

日
、山
田
村
と
吹
田
市
の

合
併
が
成
立
。廃
村
式
の

後
、山
田
村
役
場
は
廃
庁

と
な
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
只

中
に
あ
っ
た
昭
和
19
年
、海

軍
大
阪
警
備
府
に
よ
り
山

田
別
所
ケ
シ
タ
ニ
に
地
下

弾
薬
庫
が
建
設
さ
れ
た
。

幅
、高
さ
共
に
4
m
、総
延

長
1
0
0
0
m
の
庫
内

に
納
め
ら
れ
た
爆
雷
や
機

雷
は
、少
な
く
見
て
も

1
4
0
0
発
、4
0
0
〜

5
0
0
t
あ
り
、本
土
決

戦
時
に
大
阪
湾
の
封
鎖
に

使
わ
れ
る
た
め
の
も
の
だ

現
在
、そ
し
て
未
来
に
も
つ
な
が
る
過
去
の
情
報
を
取
材
、編
集
し
、記
録
す
る
特
集
で
す
。

北
摂
の
歴
史
か
ら
、私
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
魅
力
を
学
び
知
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
20
回
は「
山
田
村
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

農協筍缶詰工場北大阪農協本部建築中 昭和29年

山田下イズミヤ付近 昭和30年

今竹の坂道を登るバス弘済院 昭和30年

山田下から山田中学 昭和29年

山田の祭-
下大神木付近 
昭和32年

北消防署付近
にごり池から

小野原-弘済院
昭和31年

吹田市山田村合併協定書（一部抜粋）

歴史案内人
山田郷土史

「山田のあゆみ」
編集発行：山田自治会郷
土史編纂委員会
2001年に発行されたこ
の郷土史をもとに本特集
を作成しました。写真は全
て野口昭雄氏撮影

明治22年（1889年）の行政区。出典：「わかりやすい吹田の歴史」

昭和20年ごろのＭＡＰ
昭和15年4月1日に三島郡吹田町、千里村、岸部村、
豊能郡豊津村の4町村が合併し「吹田市」が誕生。
出典：「山田のあゆみ」

山

吹
（下山田）
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